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大 規 模 増 殖 場 開 発 事 業 調 査

(海 藻 団 地 )

三木 文興 ･足助 光久 ･沢 田 満

須藤 潔 ･鹿内 満春 ･畑井 孝

は じ め に

本事業は外海の未利用を砂僕地帯に大規模を増殖漁場を造成し､コンプ､ウニの生産を著 しく向上さ

せることを目的としている0

本年産は当該事業の可能性を検討し適地を選定するため､今別地先において漁場調査を主体に2､3

の調査を実施した｡

調 査 場 所

東津軽郡今別町

調 査 期 間

昭和47年4月～昭和48年3月

調査項目および方法

1)生物および海底の状況調査

生物については調査区域に 11線の調

査線を設定 し､水深5､10､15､2

nmの地点でスキニーバー潜水により枠

取 り調査 (1地点 2枠､1mXlm枠)

を行そった｡更に水深25､30mの地点

については ドレッジ (間口60C加×25cm)

を使用し生物の採取を行在ったo

海底の状況については枠取 り調査時に

観察および採泥を行なうと共に､写真撮

影を実施した｡底質については､節分け

法により粒度分析を行なったo

第 1図 今別町位置図2)海底変化の状況

調査およびモデル試験海底変化の状況については､ブロック設置後の埋没状況およびコンプの着生状況を知

るためA･B･C型 3種の

ブロックを設置したo各ブロックの規格お よび設置場所は次のとおりである0
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A型 :コンクリート角錘台､重量50Kg

(底面40cmX40cm､上面20cmX20cm､高さ30cm)

B型 :コンク リート板組立式魚礁

(縦 1.7mX横 1.7rrh 高さ1･3m)重量8OOKg

c型 :コンクリート立方体､重量20Kg

(20cm立方体)

埋没試験ではA､B型ブロックをst､3､5､7､9､11の水深 10mおよび15m地点に設置

した｡モデル試験は､6月29日にA型10個にコンプの種苗を結着Ls t･5の 12mと'st･7の10

m地点(C,11月9日にはA､C型の2種をそれぞれ10個づつst･6の10mとst･7の13m地点に

設置した｡

また投石モデル試験として､B型ブロックで 10m四方を囲んだ内側に､割くり石を投入したものを

st.7の13m地点に設置した｡

以上の各ブロックについて設置後の埋没状況および付着生物について潜水観察を行なった｡

なお過去に実施された投石事業についても潜水調査を行なった0

3)種苗生産試験 ､･

今別地先でコンプの天然種苗が出来るかどうかを知る為に､ノレン式天然採苗施設を設置した｡

(幹綱50m ､ 2ケ続､種糸数量100mx2)

4)気象観測調査

今別地区の気象､海況状況を知るために､気温､水温､風向､風力､波浪､うねり等について観測を

行なった｡ (今別町農業気象観測資料および同町西部漁協に依頼した資料による)

5)既往の生物学的知見のとりまとめ

ゥ=漁業の実態および生物学的知見について調査を行ない資料のとりまとめを行なったo′′

調 査 結 果

1)生物および海底の状況調査 I

(1) 生物調査

調査は7月3日から7月8日の間に行なったが､その結果は第1表､第 2表に示すとおりであるo

-231-
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第 1表 枠取 り調査結果表

育水増事業肝要Vol◎3(且974)

(個体数/湿重量)

調査地点 1年 コンプ 2年 コンプ ホンダワラ テングサ エゾヤ-ズ -ノ鞍 ドキ ガ ゴ メ アマモ類 ツノしモ アオワカメ

そ の 他 動 物1 - 1 2/ 550 19/ 270
エゾバフンウニ 2 .

5,580 190 45 スギノリ 1/-

{1 - 2 2,881

1 - 5 9/2,110
680 キタム

ラサキ ウニ 1¢7)9/㌔010

1 - 4 12/庵,780
10/2,550 2/2

202 - 1
25/1,口10 6/90∫

zZ/ 1,010

5/ 100 アミクサ 1/10 スギノリ 50 守2 - 2
50 キ

タム ラサキ ウテ 15lマナマコ 1200

1 卜マキ ヒ トデ . 12 - 5 i海藻は全 く見られをhO 才縛 喜官軍辛ニ ぎ

2 - 4 74/ 570
29/ 190 1/ 450

1/170 6/10

04/210 2

40 1/ - ､▼5 - 1 260 20 1,0〔〕0 450 モズク 8
50 キタムラサキク- 15,570

705 - 2 '81/1,290 2/50
2/150 <jt

,2/150194/4,190 1/ 15ロ 1/ - ミル5/-

5 - 5 5,470
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調査地点 1年ゴンブ 2年 コンプ`ホンダワラ テ ングサ エゾヤ- ズ - バモ ドキ ガ ゴ メ ア マ モ ツノレモ アオワカメ そ の 他

J-J-～動 物5-1 2/ 760 552 520 =セフサノリ50クロイトクサ520ツノマク 80モズク 10=セカレキ200ソ

ゾ 105,

550 〆5 - 2 2,580 }
2,970

5-5 1/ - 1/ 280 400
イトアオノリ220 ∫

12/5,570 4 /4505-4 12/5,08
9 9/810

6/1,910 ll/890

6-1 2/ 49
0 45/4,982 145 - イトアオノリ マナマコ 1イトマキヒトデ 1

2,6956-2

2.574

6-5 2/1,180
505/1,460 50 50 ナガ

ミル 906-4 2/- 2/ 570 15
0 イトマキヒトデ 1

12/2,4口9 9/1,400

7-1 51/
6,05ワ 725 151/

10 14//1,024 10/ 685 474

ケウルシクサ 107-2 52 詳 諾 ンウニ116(85.5)

155 =セフサソリ 12

7-5 1/8 15/5,500 5/ 850
110 20 58ll/5,005 40
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調査地点 1年 コンプ 2年 コンプ ホンダワラ テγグサ エゾヤ-ズ ノ- モヾドキ ガ ゴ メ アマモ類 ツ ノレモ アオワカメ

そ の 他 動 物9-1 18/5,590 5/1,560 605 1/8 =セフサノリ 12アミジクサ 1 (6) ツ
ノマタ 2コモンクサ (50) カタノリ 2 (8)2/ 2 8/ 400 555 1/5 1/ -

ワカメ (160)アミジクサ (560) ソゾ 1 フクロノリ ¢80) {千9-2
20 ミ卜やリシオクサ (5) キタムラサキウニ 4:(170)

9-5 1/ 4 4/ 875 15/5,555I
9

/18 185. 60 ツノレンラモ 2759-4 29/5,145
1./52

6/1,845 ら10-1 50/120
650 '16 2/12 モズク(80) アミ

ジクサ ¢5) イトマキヒトデ 5 (49)5/ 190 7 ケウルシ′

クサ ー10-2
90 85 1/160

才子実 習 字 書(1(80,0.iエソシラ

ンウニ5/ 70 85 1/ 8日

ツノレンラモ 1 ヒトデ 1(50)10-5
◆9/100 キタムラサキウニ,孝一､4C1A2)イトマキヒトデ 1(17)

10-4 85/4801
555 4/ 402

0/5,505ll-1 2/ 28 16/5552 5/170
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●
9-6

●
7-6

●
J卜6

第 3図 海 藻 分 布 図採集され年生物は海藻類約 30種､動物約8種である｡これ ら叫うち比較的分布

が広 く量的に多かったものは海藻類でコンプ､ホンダワラ類､アマモ類､ガゴメ､-バモ ドキで､動物

は全般的に少をくウニ類､ヒトデ類､ナマコ類他が見ら

れる程度であった｡海藻類をコンプ､ホンダワラ類､アマモ類､ガゴメ､その他雑藻類に区分し分布

状況を示したのが第5図である｡これよb2年コンプの分布状況を見ると､一部の区域で水深 10m以

浅にも分布 しているが､概ね 10m以探､特に15-25mの区域に帯状に分布してか9､又過去の調

査結果と同様､コンプの付着基質が小磯或いは石灰藻類となって

いる特徴を示した｡一方1年コンプは 2年コンプに比較してか在り少をく､小群落が点在する程度で

あった｡ガゴメは水深 15m以探に分布し､深くなるに従って多く在

る傾向が見られた｡第2表の ドレッジ採集結果からガゴメとコ:/ブの個体数を水深別に比較すると､

ガゴメは 1地点当り平均個体数が 25mで 17本､30mで 29本 と増え､同様にコンプについては 25

mで21本､ 30mで5本と減ってお 925m以探ではガゴメが優占種と在っている｡
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第2表 3分間曳網による 卜やレッジ調査結果 (個体数/湿重量)

調査地点 1年コンプ 2年コンプ ガ ゴ メ アマモ類 そ の

他 動 物st.1.-5 15/150 9/2,8]0 16/1.560 1/25

カ.y/ヾン 個22 f)1-6 5/

580 56/5,8942-5

21/7,569 25/乞9502-6 5/ 8 5 / 1
69 28/2,945 キンコ 2 ヒトデ 2ツ

ガルウニ 25-5 5/ 5 9/ 940

41/5,110 625-6 5/ 158

25/2,5184-5 25/5,16

6 26/4,556 90 マポヤ 14-6 1/ 19

0 55/5,550 マポヤ 1670)5-､5 24/4,955 ll/1.4P5

12 キンコ 5(-)5-6 5/ 455 29/1,552 ヒトデ 1(5

0) ツカレウニ1(52)ニチリンヒトデ2(54l6-5 44/5,689 8/ 475

6-6 22/5,465 40/2,270

7-5 1/ - 27/5,875 12/ 75

0 60 アオワカメ17-6

8/1.545 6/ 5458⊥5

ll/2,504 6/ 520 ナガミル 108-6 4/ 520 4/ 160

9-59-6 1/ 110 55/2,950

10-5 18/4,494 4/ 510 80

10-6 2/ 180 57/2,760 カイメン 1.¢50)l

l-5ll-6

ホンダワラ､アマモ類および雑藻類は水深15m以浅に多く分布 してか D､水

深 10- 15mの問はコンプと雑藻類の混生群落とをっていた｡(2)海底状況調査今別町地先は津軽海峡に面 し半円型の三厩湾(東部に

位置 している｡ この地域の海岸地形は一部岩礁地帯が見られるが､大部分は砂浜と在ってお b海底傾斜 も穏や

かである｡生物枠取 り調査時に

採取 した底質を飾分け法に より分析 したのが第3表である｡これ より底質の分布状況を第4図に示したが､st.6- 10にかけて細砂～中砂の分布が見られ ､そ

の他の区域では粗砂～疎 と怒っている｡なお細砂～中砂の地点にも裸の点在
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第 3表 今別沖底質分析結果

地点番号 水深(A Q,lS甲S q3g SO Sk 底 質 砂のク
ィア○ 備 考1-1 5 -0.7 -0.1 0.6 1.6 1.1 CS
Ⅲ2呼Sand-t3Q)Cの区分1-2 10 -0.5 -0.2 0.2

1.5 1.1 〟 〟 (雀藤 19-61による十1-5 15 一〇.7 0.6 2.0
2.6 1.1 〟 〟 I(.2,502,50-5,255,25く1-4 20 -0.7 -0.5 0.9 十7 1.2 〟.CO 〟 ⅢlJ50-80啓0-5]0-20

2-1 5 1.9 2.4 2.7 1.5 0.9 ∫S ml nI2f80-1000-2
0恥202-2 10 -1.4 -0.1 0.8

2.1 0.8 CS.α Ⅲ2 Q,lS:累積曲線で25飾a)4倍2-5 15 -1.7 -0.7 1.0 2.6
1.5 〟.α 〟2-4 20 -1.1 0.4 1.9 2.8 1.0 〟.CO 〟 (中央粒径

値)諾演 票慧悪霊等572霊ohSS漂ミニ3蔓 聖 霊 -局 ,

5- 1 5 0,2 1.0 2.0 1.9 1.1 〟 〟

5-2 10 -1.6 0.4 1.8 5.1 0.8 〟.α

〟5-5 15 0,2 1.4 2.2 2.0

0.8 S 〟5-4 20 -1.2 -0.4 0.5 1.7 0

.9 CS.CO 〟4- 1 5 -1.0 0 0.4 1.6 0.8 〟.α 〟 sO ;45:三雲 芸4-2 10 0.5 0.9 1.4 1.4 1.1 〟 〟
4-5 15 -0.5 0.2 0.6 1.4 0.9 〟.α

〟 Sl∈:歪慶係数4-4 20 -0.8 -0.-5 0.4 1.
5 1.1 〟.CO 〟 zo92S近-i(Q,3vS.Q,19-2M5- 1 5 1.1 1.4 1.6 1.2 0.9 S 〟 て1.0モ-卜

切中亡が微粒子側5-2 10 0.5 0.8 1.

1 1.2 1.0 CS 〟 S =1.0 〝5-5 15 -1.6 0.2

1.6 5.0 0.8 S.α 〟 1.0 〝 粗粒子側5-4 20 -0.5 -0.1 ∩.9 1.6 1.2 CS.CO 〟 (4--zo92 I)(m

.b)底質分類6- 1 5 1.5 1.4 1.6 1.1 1.1 S 〟6-2 10 0.8 1,1 1.5 1.

2 0.9 〟 〟6-5 15 -0.4 0,1. 0.4 1.5 0.9 CS 〟 fs:
細粒砂 (-1/4m )6-4 20 0.5 1,6 2.5 1.9 0.8 S.CO 〟 S:ヰ粒砂 (1/4-1

/2)7-1 5 - -1,o 0.6 - -
P.. α 〟 cs:粗粒砂 (1/2-2)7-2 10 - 0 22 - - fS.α 〟 (極粗粒砂も含む)

7-5 15 - 0.5 2;.4 - - 〟.a- Ⅲ

1 G'.僕 (2抑～)7-4 20 1.1 2.4 2..7 1.8 0.7 〟.CO 〟 CO:石灰藻(CordZZ

indcede)-I8-1 5 -0.6

1.0 2.6 5.0 1.0 M.〟.α
〟8-2 10 - -0.5 2.0

- - U. α Ⅲ .28-5 15 0.5 1.7 2
.5 1.9 0.8 S 〟8-4 20 -0.9 0.4 1.2 2 .2 0.8 CS.α 〟

9- 1 5 -1.5 1.1 2.4 5.9 0.
7 fS.α Ⅲ19- 2 10 -1.5 0.
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次に各調査地点の底質についてみると､SO (淘汰係数)は 1.1-3･9とをっており全般に良く淘汰

されていると言虎る｡ Sk (歪慶係数)は 0.7-1.2であるとい うことか ら粒子組成のモ ードがほぼ中

央粒径値近くにあることを示している｡Sand一物 Cの区分 (佐藤任弘､ 1961)をするとⅢ 1 とⅢ 2

の2種で表わすことが出来るため､調査区域の底質には共通性があるものと思われる0

2)海底変化の状況調査

(1)埋没試験

埋没試験としてA型およびB型ブロックを設置したが､初め生物調査時に10ヶ所にA型を仮標識と

して設置し､ B型 ブロックが設置されるまでの期間埋没状況を観察したo

ブロック設置場所の海底の状況は第4表のとおりで､海底の表層は小磯でその下が砂或は粘土､せた

は表層が砂でTが粘土と希っている場合が多かった0

8月3∩日､11月8日における埋没状況は､第5表のとおりである0 8月3∩日の観察ではst5-

2､St.7- 2が約6-10cm埋没 していたが､ St･9-3が浮子流失の為末路認の他は埋没 していをか

った｡またSt･7-2､St･7-3の地点では硬に泥～細砂が覆っているのが見られたO

第 4 表 ブ ロ ック 設 置場所の海底状 況 ( ■ 肉日鹿昆察による

庖置 水深 海底の表層 海底の

下層St5-2 1

0m 砂 -5
-5 15 礁 砂@ 5

- 10cm (砂の下粘土)7-2
9.5 僕5-10cm

粘 土7-5 15 礁2cm

粘 土9-2 10 礁 巨僕
僕の間にやや5-6cm 50-60

cm軟わ据9-5 15 礁10cm

鍔の間iこ泥ll-
2 10 傑 巨僕5-6cm 50cm

-ll-5 15
僕 砂 利2-5c

m～6-7C7n 砂利の下溌5-2
10 傑 ■ 砂2-10

cm 砂の下派5-
5 15 磯10-50cm 一｣ 梶 ) 第5表

A型ブロック埋没状況日位tBT: 埋 没 状 況8月50日

11月 8日St.5-2 最少 最大 最少 最大

5.5 -- 10m 8 -18cm5 -5 埋没をし 0- 8C77

l7-2 6-10cm(泥場に小磯点在)

0- 5cm7-5
埋没をし(堅い砂地下は粘土

4cm9-2 埋没をし 埋没をし9-5 不 明 不 明ll-2 埋没を し 埋没をしl

l-5 〟 5cm5-2 〟 埋没をし5-5 〟 〟11月8日の観察では､St

･5-2､5-3∴ ′-2､7-3､11-3の5ヶ所で埋没が見られ､前回調査時より埋没したブロックが増えていたoこれらの結果か らSt･5-2､5-3 7

-21 7-3附近で噸砂の移動がある場所と居bれるo B型ブ

ロックについては11月下旬に5個づつ 10ヶ所に設置されたが､48年 1月10日の調査では埋没 していを

かった○次に過去の投石事業に関する枠取り調査の結果を第6表に示したost.A.B.I)の摸石

区には砕石が使われていたれ ほと人ど埋没しておら某 st･Cの30cm立方体のコンクリートブロックが 川 ～15cm程

度埋没していたO付着生物としては､St･A･B･共砕石 1-4個に2年コ" ･が 1-2本着4=してい

たが､St･Aではコンプよりガゴメの方が多く着生 してし1たoSt･I)ではコンプの着生が見られなかったOをかこの投石場では砕石が薄く散在している状態で,St
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第 6 表 投 石 事 業 調 査 帝 果

調査地点 事業年度 基 質 水 深 1年コンプ 2年コンプ ガ ゴ

メ そ の 他St.A 昭和45 砕 石 22.5m 4/1.070 15/1.58] 深 7,.i.% 3.%7yOクサ66,

ツノマク60ホヤ 4/650〟 〟

〟 〟 4/ 760 7/ 710〟 〟

〟 〟 - 15/2,725 21/2,160ち

〟 〟 19.5 軍 1/15 6/1,39C) 5/ 125〟C〟 〟52-55〟 〟コンクリートブ ロ ック〟 〟8.0〟 5/60 6/1,700亘/2,4901

2/4,29515/2,615 5/ 400D 46 砕 石 15.0 - -〟 - 天 然 礁 〟 -

-軍 1mX lm枠取 り2枠tli.登 30cmX30cmX

30cmコンクリートブロック1個に付着砕石の大 きさ :～ (5cm)3-(10cm)3-天然

礁 :砂利～小磯st.Cの方形 ブロックには 2年コンプ､マポヤの他 ワカメ､テングサ､ ツノマク､ ラ

ルフシ7､群体ポヤ等の着生が見 られ､ これ らの うちコンプ､ ワカメはブロックの上線に､マポヤ

､テングサ､ツノマクは上面および側面に着生する傾向が観察された｡

,以1の結果か ら砕石を投入 した場合約 1年 8ケ月間経過 して も埋没は見 られず､ 30cm立方体のブロ

ックでは 15年間

の途中経過についてはわか らをいれ 現在コンプその他の生物が着生 してお り生産効果が見られた｡

モデル試験モデル試験 として 6月 29日にコンプの種苗 操 長 30-100cm)を終着 して設置 した

A型 ブ占ックには 1個当 り20-30本の コンプが付着 していたが､ 8月30日の調査時

では付着数が平均 12本と減少 していたO締着 したコンプの実体はあま り伸長せずやや 実入 りしている程度であ っ

た｡11月 9日に設置 した A､ C型ブロックについては 1月10日に調査 した結果､ st･･

7の水深 13m地点に設置 した ブロックの上に投石モデル試験区が造成されたため､以後投石モデルについ

て追跡 していくことに したCたお St.6の 10m地点に設置 し

たブロックお よび投石モデルの B型 ブロックと石材 には､肉眼的をコンプの付着は見 られをか った03)種

苗生産試験1]月上旬および下旬の 2回ノ レン式施設を入れた結果､ 3月末の観察では葉長～10cmの コンプが

10cm当 り1

0-15本付着 しており､ 11月上旬に入れた ものの方が着生数がやや多い傾向が見 られた04

)気象観測調査今別町地区の気象状況等について､第 7表に示 した｡また この地域の風向頻度を第 5図

に示 したカ-i春から宮にかけては NW～NE
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5)既往の生物学的知見のとりまとめ

ウニ漁業の実態およびその貨物学的知見について調査を行をh ウニ漁業の概況､ウニ類の生態､資滅

管理と増殖対策等についてとりすとめ中である｡

第7表 今別町気温､水温､波浪､うね り

月旬一旬平均気温水温 月 別 波 浪 月 声リ う ね り水 温 気 温 階 級 日数 階 級 日数 '階 級

日数 階 級 甲数7月 上 017.2 021.1
1 9 5 2 1 10 5 4中 19.1 21.1 2 7 6 0 2 8

6 0下 19.0 22.4 5 5 7

0 5 6 7 0月平均 18.4 21.

5 4 5 8 0 4 5 8 08月

上 21.5 26.2 1 10 5 0 1

1 5 0中 20.9 24.7 2 10

6 0 2 12 6 0下 21.0 21.0 5 6 7 0 5 10 7 0

月平均 21.1 24.0 4 1 8 0

4 5 8 09月 上 22.チ 22.8
1 1 5 5 1 2 5 2中 21.9 19.9 2 10 6 1 2 9 6

2下 20.9 18.1 5 7 7 2

5 7 7 2月平均 21.7 20.5 4

2 8 0 4 1 8 110月 上

20.2 17.1 p1 4 5 0 1 5 5

1中 18.9 16.0 2 10

6 0 2 12 6 0下 18.5 15

.8 5 12 7 0 5 10 7 0月平均 19.2 15.6 4 4 8 0 4

5 8 011月 上 16.2

9.5 1 2 5 4 1 5 5

5中 14
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考 察

本年度は漁場調査を主体に生物相､底質等の調査を行そったが､調査期間が約8ケ月と短いため本事

業の可能性について充分を資料を得るところまでいかをかったが､調査結果か ら2.3の考察をしてみた

レュo
今別地先のコンプ漁場は水深10m以浅 (岸コンフ.)と]5- 25m (沖コンプ)に多く分布してお

り､ 10mから15mの地帯はコンプが少をくそっている｡従ってこの地帯を利用してコンプ漁場を造

成することにより既存のコンプ漁場と重複させることをくコンプの増産を図ることが可能である｡

次に底質についてみると一部細砂地帯があるが､ほとん ど中砂～粗砂に磯が点在している状態であるo

コンプ漁場造成のためにはブロック或は石材を投入する必要があり､投入後に埋没Lをい事が前提とそ

る｡埋没状況についてはブロック設置後ほとん ど埋没 していをい事､更に過去の投石事業についても石

材の埋没が見られをhこと等を考えると埋没の危険性は少をいものと思われるO

コンプの付着につし1ては､当地先では毎年定置網やアンカー綱等に_コンプが多量に付着することが知

られており､せた投石事業の効果等から付着の可能性は大きい ものと考えられる｡

一 方 コンプ種苗を緯着したブロックについて､その後の生長状況を観察した結果では付着数の減少､

生長の緩慢等が見られた｡これらの現象はその年の海況状況等によりコンプの着生､生長が左右される

為と考えられるので､コンプの着生の少をい年には種苗植付等によりコンプを定着させる事が必要であ

る｡また事業実施後の海藻の遷移についてその対策を考慮しておく必要があろうO
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